
『カスリン･アイオン台風７０年』 

～風化させない歴史とつなげる未来～ 

◆編集後記◆地震は、現在の科学的知見でも精度高く予測する事ができません。大事なのは「日頃の備え」です。
まずは身体の安全、安全な場所・行動の確認、訓練への参加、家族との話し合い！しっかり備えましょう。（み） 

 復旧工事も完成し、地域の生活もほぼ平常に戻ってきている一方で、大規模な土砂崩壊や天然ダム決壊
による土石流の発生のリスクなど地域生活を一変させた震災の記憶が薄れつつある状況にあります。 
 震災から１０年を節目とした震災の記憶を風化させない取り組みを通して、岩手・宮城内陸地震を知らない
子供たち（小学生）を対象に、震災を経験した世代（保護者等）の交流を通して震災の記憶を語り継ぐととも
に、防災意識を養う取り組みを目指します。 

開催日時 平成30年 6月16日（土） ※雨天決行（雨具持参） 

集合・受付時間 午前8時30分～9時（午前9時～開会予定） 

集合場所 あいぽーと正面玄関前 

募集期間 5月25日（金）～6月１2日（火） 

参加対象者 小学生とのその保護者（定員２５組 50名）※申込みは先着順とさせていただきます。 

参加費 無料 

参加申込 

下記の一関市役所HPにリンクして申込書に必要事項をご記入いただき、一関市役所建設部治
水河川課（本庁舎4階）へFAX、メールまたは持参により提出下さい。 
一関市役所HP 復興関連イベント情報 
http://www.city.ichinoseki.iwate.jp/index.cfm/30,107700,c,html/107700/20180523-105053.pdf 

治水河川課/治水河川係 〒021-8501 岩手県一関市竹山町7-2 
            •電話番号：0191-21-8501•FAX番号：0191-21-8800 
            •電子メール：chisui@city.ichinoseki.iwate.jp 

天然ダムが形成 

※崩落土量は、173万ｍ3 
小学校のプール約2883個分 

土砂で川がせき
止められた 

 

被災直後の状況 現在の様子 

■当日のツアーでは、若神子亭で「震災の記憶」や「土砂災害から命を守る」と題したお話を聞いたり、ま
つるべ地区、市野々原地区の「災害遺構箇所」を見学します。また、あいぽーとで「防災そばっち号」の地
震体験、「無人バックホウ」の操作体験を行います。 

市野々原地区 市野々原地区 

主催：一関市（建設部）/東北森林管理局（岩手南部森林管理署）/岩手県県南広域振興局（一関農林振興センター・一関土木センター）  

http://www.city.ichinoseki.iwate.jp/index.cfm/30,107700,c,html/107700/20180523-105053.pdf
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